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くらし安全　新しいまちづくりをすすめよう
⃝高架本体工事の早期着手を再要望 �  ⑴
　・プラサ　ヴェルデがグランドオープン
　・平成25年度 会の動き 
⃝鉄道高架を前提とするこれらの事業は
　　着々と進んでいます �  ⑵
　・今の沼津駅周辺は
　・鉄道高架後の沼津駅周辺

主　な　記　事

▼
川
勝
知
事
に
要
望
書
を
提
出
▲

１．まちの発展を願い事業に協力したに
も関わらず、今の状況では協力した
ことが報われないという市民の心情
をご配慮いただくようお願いいたし
ます。

２．推進方針にも示されている時間管理
概念を採り入れ、期限を設けて速や
かに意思決定していただくようお願
いいたします。

３．ＰＩに基づいて示される計画につい
ては完成時期を明らかにしていただ
くとともに、早急にJR東海・JR貨
物など関係機関との協議を済ませ、
事業に着手していただくようお願い
いたします。

＜ 要望書要旨 ＞＜ 要望書要旨 ＞ 高
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き

平
成
二
十
五
年
度
会
の
動
き

⑵
現
地
視
察
見
学
会

と
き　

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日
㈫

視
察
先　

キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ

１
．
会
議
の
開
催

⑴
総
会
・
定
時
会
員
総
会

と
き　

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日
㈫

会
場　

ホ
テ
ル
沼
津
キ
ャ
ッ
ス
ル

議
案　

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
平
成
二
十
五
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

報
告　
「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の

取
り
組
み
状
況
に
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い
て
」
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⑵
正
副
会
長
会
議

と
き　

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
四
日
㈮

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

議
題　

定
時
会
員
総
会
に
諮
る
議
案
に
つ

い
て

報
告　
「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
」

と
き　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
㈫

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
役
議
員
室

議
題　

Ｐ
Ｉ
委
員
会
報
告
書
知
事
へ
の
手

交
に
つ
い
て

　
　
　

県
知
事
へ
の
要
望
に
つ
い
て

⑶
事
務
局
会
議

と
き　

平
成
二
十
五
年
七
月
十
八
日
㈭

と
き　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日
㈮

２
．
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報
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活
動

⑴
広
報
紙
「
か
け
は
し
」
発
行

①
第
三
十
号
（
三
月
三
十
一
日
発
行
）

　

８
万
５
千
部
印
刷
・
全
戸
配
布

　

沼
津
市
、
県
知
事
、
県
関
係
部
署
、

　

沼
津
市
関
係
部
署
、
県
議
会
議
員
、

　

市
議
会
議
員
、
そ
の
他
関
係
者
配
布

平成25年度　定時会員総会

要望書を川勝知事に手渡す市川会長

現地視察見学会（キラメッセぬまづ）

⑶
高
架
化
先
進
事
例
視
察

と
き　

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
㈫

視
察
先　

岐
阜
市

３
．
関
係
機
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へ
の
要
望

と
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平
成
二
十
五
年
十
一
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二
十
九
日
㈮

　
　
　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
の
推

進
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つ
い
て
県
知
事
へ
要
望
し
た

４
．
そ
の
他

〈
Ｐ
Ｉ
委
員
会
傍
聴
〉

と
き　

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
㈬

と
き　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
八
日
㈰

と
き　

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
三
日
㈪

と
き　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
四
日
㈪

〈
Ｐ
Ｉ
勉
強
会
傍
聴
〉

と
き　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
三
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
一
日
㈯ 

と
き　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
四
日
㈫

と
き　

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
五
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
七
月
十
三
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日
㈫

と
き　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
九
月
十
四
日
㈯

と
き　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
九
日
㈯

〈
Ｐ
Ｉ
報
告
会
傍
聴
〉

と
き　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
㈯

　

静
岡
県
で
は
、
Ｊ
Ｒ
沼
津
駅
付

近
鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い
て
、
平

成
23
年
11
月
よ
り
、
住
民
参
加
型

の
合
意
形
成
手
法
で
あ
る
Ｐ
Ｉ

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ

ン
ト
）を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
Ｐ
Ｉ
の
プ
ロ
セ
ス
評
価
を
と

り
ま
と
め
た
報
告
書
等
が
Ｐ
Ｉ
委

員
会
か
ら
川
勝
知
事
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
平
成
25
年
11
月

29
日
、
当
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、

沼
津
青
年
会
議
所
、
沼
津
商
工
会

議
所
青
年
部
、
沼
津
商
工
会
議
所

女
性
会
な
ど
の
代
表
で
県
庁
を
訪

れ
、
高
架
化
に
よ
っ
て
原
地
区
に

も
、中
心
市
街
地
に
も
、み
ん
な
が

幸
せ
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
よ
う
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
で
は
、
鉄
道
に
よ
る
南

北
市
街
地
の
分
断
や
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
現
状
を

訴
え
た
ほ
か
、「
高
架
化
を
前
提

に
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進

ま
な
い
た
め
に
生
活
設
計
が
成
り

立
た
な
い
」、「
こ
の
ま
ま
で
は
中

心
市
街
地
が
死
ん
で
し
ま
う
」
と

い
っ
た
切
実
な
市
民
の
声
を
紹
介

し
、
一
日
も
早
い
意
思
決
定
を
求

め
ま
し
た
。

　

川
勝
知
事
は
、「
要
望
は
真
正

面
か
ら
受
け
止
め
た
。
大
き
な
雪

解
け
が
始
ま
っ
て
い
る
。
必
ず
解

決
す
る
方
法
が
あ
る
」
と
答
え
る

と
と
も
に
、
既
に
鉄
道
事
業
者
と

面
会
し
、
協
力
を
求
め
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

当
会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
知

事
の
発
言
を
一
歩
前
進
と
受
け
止

め
、
今
後
も
事
業
推
進
の
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今年７月のグランドオープンに向け、宿泊施設や会議場施設の建設が進んでおり、
次第に姿を現す外観に市民の期待も高まっています。

宿泊施設宿泊施設

県会議場施設県会議場施設
市展示イベント施設市展示イベント施設
（キラメッセぬまづ）（キラメッセぬまづ）

駐車場駐車場

昨年６月に先行オープンした「キラメッセぬまづ」
で開催される各種イベントには市内外から多くの
方々が来場されています。

今年７月に総合コンベンション施設「プラサ ヴェルデ」がグランドオープン今年７月に総合コンベンション施設「プラサ ヴェルデ」がグランドオープン

静岡県と沼津市は、今年 ３月末で事業施行期間の満了を迎える貨物駅移転事業の現行計画について、事業施行期間を
平成３２年 ３ 月末までとする、事業認可変更の申請を今年 １月３０日に国土交通省に行い、 ２月１８日に認可されました。

平成26年 ５ 月 １ 日から事務局の所在地・電話番号が変わります。　〒410-0046　沼津市米山町６－５（沼津商工会議所内）TEL〈055〉921-1000・FAX〈055〉921-1105

⑴　平成26年（２０14） ３ 月３1日 市民の会広報紙 第30号



❶❶

❷❷
❸❸

❹❹

❺❺

❻❻

イーラdeイーラde

イーラdeイーラde

駅北口広場駅北口広場

駅北口広場駅北口広場

駅南口広場駅南口広場

駅南口広場駅南口広場

BiVi沼津BiVi沼津

BiVi沼津BiVi沼津

プラサ ヴェルデプラサ ヴェルデ

プラサ ヴェルデプラサ ヴェルデ

❶❶

❸❸ ❷❷

❹❹

❻❻

❺❺

❼❼

❼❼

事業名 全体事業費［Ａ］ Ｈ２４まで事業費［Ｂ］ 執行率
［Ａ］/［Ｂ］＊100

鉄道高架事業 約７８７億円 約２４億円 ３．０％
鉄道高架関連事業 約４４４億円 約１２４億円 ２７．９％
土地区画整理事業 約２９４億円 約５０億円 １７．０％
特定再開発事業 約１５８億円 約１５７億円 ９９．４％

市街地再開発事業 約１３１億円 約１３１億円 １００％

駅北拠点開発事業 県　約８６億円 約３３億円 ３８．４％
市　約９５億円 約９５億円 １００％

合　計 約１９９５億円 約６１４億円 ３０．８％

❶ 急勾配となっている❶ 急勾配となっている
　　 暫定整備のあまねガード暫定整備のあまねガード

❷❷ 沼津駅周辺と片浜地区を結ぶ沼津駅周辺と片浜地区を結ぶ２車線道路２車線道路
　　（大手町片浜線）が予定されています（大手町片浜線）が予定されています

❶❶ あまねガードは平面となり、４車線で直進しますあまねガードは平面となり、４車線で直進します

イーラdeイーラde

❸❸ 高架待ちで止まっている添地本田町線高架待ちで止まっている添地本田町線

❼❼ 三つ目ガードは４車線で緩やかなカーブ三つ目ガードは４車線で緩やかなカーブとなりとなり
　　 スムーズに通過できますスムーズに通過できます

❸❸ 千本浜から高沢公園まで直線でつながる千本浜から高沢公園まで直線でつながる
　 添地本田町線が整備されます　 添地本田町線が整備されます

❺❺ 区画整理が進まないことによる区画整理が進まないことによる
　　 空き地の様子空き地の様子

❼❼ 急なＳ字カーブになっている急なＳ字カーブになっている
　　 三つ目ガード三つ目ガード

❻❻ 鉄道高架後に多くの道路が整備されます鉄道高架後に多くの道路が整備されます

工事着工直前の新車両基地工事着工直前の新車両基地
（片浜地区）（片浜地区）

❻❻ 区画整理により、新しい街づくりが区画整理により、新しい街づくりが
　 待たれる現車両基地と富士見町　 待たれる現車両基地と富士見町

❹❹ 七通線は駅の北側を東西に結ぶ主要道路七通線は駅の北側を東西に結ぶ主要道路

今の沼津駅
周辺は

鉄道高架後の
沼津駅周辺

鉄道高架を前提とするこれらの事業は着々と進んでいます。鉄道高架を前提とするこれらの事業は着々と進んでいます。（執行率48.8％）
※鉄道高架事業を除く

鉄道高架が完成
すると駅周辺の
道路や生活が
変わります

❺❺ 区画整理により駅周辺に区画整理により駅周辺に良好な都市住環境が良好な都市住環境が
　 整備されます　 整備されます

学園通り学園通り

七通線七通線

東海道本線

東海道本線

御
殿
場
線

御
殿
場
線

七通線七通線

七通線七通線

添地本田町線添地本田町線

リ
コ
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り

リ
コ
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り

添
地
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線

添
地
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線

添
地
本
田
町
線

添
地
本
田
町
線

リ
コ
ー
通
り

リ
コ
ー
通
り

学
園
通
り

学
園
通
り

学
園
通
り

学
園
通
り

御殿場線御殿場線

リコー通りリコー通り

キラメッセぬまづキラメッセぬまづ

❷❷ 高架後の添地町付近は東西南北の交通拠点に高架後の添地町付近は東西南北の交通拠点に

イーラdeイーラde

添地本田町線
添地本田町線

大手町片浜線

大手町片浜線

大手町片浜線大手町片浜線

リコー通り
リコー通り

❹❹ 行き止まりになっている山王台と双葉町を結ぶ七通線行き止まりになっている山王台と双葉町を結ぶ七通線

※事業費は平成24年度の決算額を基準に算出

ＪＲ貨物の用地
ＪＲ東海の車両基地用地

ＪＲ貨物の用地を移転してから
高架本体工事が始まります

第30号 平成26年（２０14） ３ 月３1日　⑵


